建築物の建築等
	項目
	景 観 形 成 基 準
	住宅
	商業
	工業
	自然
	歴史
	河川
	チェック
	計 画 内 容

	配置

	・道路等の公共空間側は可能な限り後退させてゆとりを設けるよう努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・隣接して建つ建築物が近い位置にある場合は、街並みの連続性を損なうことのないよう、建築物の壁面の位置を隣り合う建築物の壁面位置に可能な限り揃えるよう努める。
	●
	●
	●
	
	●
	●
	
	

	
	・周囲に圧迫感を与えない配置に努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・現地形や既存樹木等をいかした配置に努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	高さ・規模
	・住宅地に近接する大規模建築物は、建築物の高さを可能な限り抑え、周辺の高さや自然環境との調和に配慮するよう努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・周辺の主要な眺望点（道路・河川・公園など）からの見え方を検討し、高さは周辺の建築物群のスカイラインとの調和を図る。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・周囲の街並みや眺望、自然景観との調和に配慮し、周囲に圧迫感を与えないよう努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・河川堤防、橋や水上などからの見え方に配慮する。
	
	
	
	
	
	●
	
	

	












形態
・
意匠
・
色
彩
	・周囲の建築物との連続性を保つよう努める。
	●
	●
	
	
	●
	●
	
	

	
	・駅周囲に建つ建築物は、外壁に質の高い素材を用いるなどして本市の「顔」にふさわしい景観を形成するよう努める。
	
	●
	
	
	
	
	
	

	
	・周囲の建築物の形態意匠や街並み全体の趣との調和や統一感を図るよう努める。
	●
	●
	
	
	
	●
	
	

	
	・商業地においては、道路沿いの １ 階店舗等の外観を工夫し、賑わいの創出に努める。
	
	●
	
	
	
	●
	
	

	
	・歴史的建造物の形態意匠を尊重し、それとの調和を図るよう努める。
	
	
	
	
	●
	
	
	

	
	・色彩、素材は周辺環境との調和を図る。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・建築物の外壁や屋根に、彩度の高い派手な色彩は用いない。使用する色彩は、以下のマンセル表色系に示す範囲とする。
・色相0.1R～10YRを用いる場合は、彩度6.0以下
・色相0.1Y～10Y を用いる場合は、彩度4.0以下
・上記以外の色相は、彩度2.0以下
ただし、自然石、木材及びガラス等の素材本来が有する色彩の場合、また見付面積の 10％以下の範囲で用いる場合（アクセント色）は、この限りではない。
	
	●
	
	
	
	
	
	

	
	・建築物の外壁や屋根に、彩度の高い派手な色彩は用いない。使用する色彩は、以下のマンセル表色系に示す範囲とする。
・色相0.1R～10YRを用いる場合は、彩度4.0以下
・色相0.1Y～10Y を用いる場合は、彩度 4.0 以下
・上記以外の色相は、彩度 2.0以下
ただし、自然石、木材及びガラス等の素材本来が有する色彩の場合、また見付面積の５％以下の範囲で用いる場合（アクセント色）は、この限りではない。
	●
	
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・室外機や配管設備等は、道路等の公共空間から見えにくい位置に設置するよう努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・室外機や配管設備等が道路等の公共空間からやむを得ず見える場合は、建築物外観と調和した色彩や囲い、緑化等により、見えにくくするよう努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	外構
・
緑化
	・道路等の公共空間側への塀や柵の設置は避け、開放的な空間の創出に努める。
	
	●
	
	●
	
	●
	
	

	
	・垣や柵を設置する場合には、道路などに面する敷地境界からできる限り後退し、高さを抑え、自然素材を用いるなど、圧迫感や閉鎖感を軽減するよう努める。
	●
	
	●
	
	
	
	
	

	
	・垣や柵を設置する場合には、歴史的建造物の形態意匠を尊重し、それとの調和を図るよう努める。
	
	
	
	
	●
	
	
	

	
	・道路等の公共空間側には、樹木や草花により植栽を施し、適切な維持管理に努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	

	
	・大規模な駐車場では、その外周や敷地内等で緑化に努める。
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	







